











































まえがき－私の学校1入学， 2少年時代， 3偉い人， 4学校
生活，二豊かな生命l生命， 2生活， 3正しい生活， 4放蕩息子
のたとえ（ルカ15.11-32), 5豊かな生命，三宗教 1宗教とは何
か， 2宗教と生活， 3高い宗教と低い宗教， 4宗教の種類， 5宗教的
教養の必要，四キリスト教l新しい歴史， 2キリスト教の背景， 3
キリスト教の起源， 4キリスト教の発達， 5日本の新教，五礼拝l
拝む心， 2拝むもの， 3拝む理由， 4拝む仕方，5私達の礼拝，六祈
り l祈る心， 2正しい祈り， 3祈る人， 4イエスの祈り， 5「主の祈
り」，七聖書 l聖書を読む必要， 2聖書の成立と名称， 3聖書の言
葉，八旧約聖書 lイエスの時代の聖書， 2旧約聖書の背最， 3Ⅱ］
約聖書はどうしてできたか， 4旧約聖書の区分と内容，九新約聖書，
lイエスと旧約聖書， 2旧約から新約へ， 3新約聖書はどうしてでき
たか， 4新約聖書の区分，十讃美歌I歌う心， 2宗教と音楽， 3讃
－72－
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美歌の生成， 4よく知られた讃美歌数種，十一イエス・キリスト l
イエスの記録としての福音書， 2イエスの生涯， 3十字架， 4永遠に
生きるキリスト，十二イエスの弟子たち 1弟子たちの記録として
の使徒行伝， 2立ち上がった弟子たち， 3ペテロ， 4ステパノ，十三






























何を学ぶか l世界， 2文化， 3自分｣， 「十四教会l教会の発端，
2教会の発達｣， 「十五教会生活l教会の意義， 2教会の活動， 3教
会の儀式｣， 「十七イースター(復活節) I自然のよみがえり, 2"f









｢二豊かな生命l生命， 2生活， 3正しい生活， 4放蕩息子のたと
え｣， 「十一イエスの弟子たちl弟子たちの記録としての使徒行伝,2
立ち上がった弟子たち，3ペテロ，4ステパノ｣， 「十三パウロ lパ
ウロの回心， 2パウロの伝道， 3パウロの手紙， 4パウロとキリスト



































a. 1951 (昭和26)年4月1日初版発行, 1952 (昭和27)年4月1
日再版発行， 85円， 132頁，地図（旧約時代のエジプト及びメソポタ









一最初の人アダムとエバ l天地万物の創造(創1, 2･1-3), 2J=
デンの園（創2-3)， 3はじめの兄弟（創4)，二正しき人ノア 1人




とその子たち lイサクのおいたち (gl122, 24), 2エサウとヤコブ
(25･19, 2728), 3兄弟の再会（創32-33)
宰相ヨセフ







らる （創37．536， 39)，二夢をとくヨセフ, l侍臣の夢（創40),
2パロの夢(創41),三ヨセフと兄弟たち l穀物を求めて(創42),
2再びエジプトへ（創43－46， 47． 1-12, 50)
神の人モーセ
ーモーセとその時代 l イスラエルの勢力増加（出1)， 2モーセ
のおいたち（出2)， 3モーセの召命（出3)， 4エジプトにおけるモー
セ（出5．13),二出エジプト l雲の柱火の柱（出13), 2紅海を
渡る （出14)， 3荒野のできごと （出1519, 32)， 4十戒を受く （出
20．1－17，申命記5．621）
カナンを望みて
一モーセの後継者ヨシユア 1カデシへ(民10, 13, 25), 2モー
セの死（申34)， 3ヨシュアの人となり （出17)，ニカナン攻略I






祈りの人サムエル Iサムエルのおいたち(Iサム1, 3), 2イスラエ
ル軍の敗北(Iサム4, 7), 3サムエルとサウル(Iサム912)
王国の成立と発展
一最初の王サウル lサウルの功名(Iサム9 12), 2サムエルの





13), 2ヨナタンの友情(Iサム17, 20, 24), 3ダビデ，王となる(II
サム25， 8)， 4ダビデの家庭と晩年(11サム15,18, 1列王I),三ソ
















ーイザヤ Iイザヤの時代シ 2イザヤのおいたち （イザヤ1．6)，
3イザヤの信仰（イザヤ5， 7， 9)，ニエレミヤ 1エレミヤの時代
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a. 1951 (昭和26)年4月1日初版発行, 1952 (昭和27)年4月1





一イエスの生い立ち lイエス誕生， 2少年のころ （ルカ2.40
51), 3青年のころ，二福音運動の準備1バプテスマのヨハネ(ル
カ3． 1-17), 2イエスがバプテスマを受けたとき （マルコ1 ．9-11),
3荒野の勧誘（マタイ4．1-11),三福音を宣伝し始めたころ 1福
音運勤の開始(マルコ1.14-15),2福音とは何か,3福音を信じた人々
(マルコ1･16-20, 2･13-14), 4会堂における福音宣伝（マルコ1 ．
－82－
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2128,ルカ4.1621), 5福音に伴う力ある愛の業(マルコ1.29-34),
四宣伝された福音 1父なる神（マタイ6.3132)， 2神の国（マタ
イ6．33)， 3真の幸福（ルカ6.20-26,マタイ5．1 12), 4第一の誠
命（マルコ12･28-31),五福音運動が盛んになり， その反動が強く
なったころ 1十二人の選抜（マルコ3．1319), 2臂による大衆への





エルサレムヘの旅（マルコ9．30， 10．1, 32),七十字架の教え l
｢己をすて，十字架を負ひいて我に従へ」 （マルコ8.3435)， 2 「凡て
の者の僕となるべし」 （マルコ9．34-37, 10．13 16, 3545),八エ
ルサレムヘの訴え Iエルサレム入城と宮潔め（マルコ11．1-11, 15
19), 2ユダヤ教の代表者たちとの論戦（マルコ11･2733, 12.1 17,
3840)， 3エルサレム滅亡の予言（マルコ13.1-37), 4祭司たちの陰
謀とユダの裏切り （マルコ14．1-2, 1011),九十字架のイエス l
最後の晩餐（ヨハネ13．4-17,ルカ22･24-32,マルコ14．1226), 2
ケッセマネの祈り （マルコ14.27-42), 3裁判と宣告（マルコ14．53-
64， 15．1 15), 4十字架上のイエス （マルコ15.22-39),十イエス
の復活 l復活の報せ(マルコ16･1-8),2ペテロヘの顕現(Iコリ15･
3-5シ ヨハネ21．1-17), 3 トマスヘの顕現（ヨハネ20．2429), 4f
エスの昇天(使1.1-12),十一使徒たちはどんなに再起したか l待




んなに働いたか 1バルナバ（使4．3637， 9．26－27， 11．1924), 2
ステパノ （使6．715, 7･54-60), 3ピリポ（使8.1-40),十三パ
ウロはどうしてキリスト教徒となったか l少年のころ(使21･39,ピ
リピ3．5，使26．45)， 2エルサレムにおけるパウロ （使22.3, 26.
9-11), 3まぽろし（使9.1-19),十四パウロはどのように活動した
か l使徒として選ばれたのち （ガラ1.15-17,使9･19-30, 22.17
21), 2最初の外国伝道旅行へ（使13･1 14．1 28), 3再び伝道旅行
へ（使15 17), 4三度目の外国伝道へ（使18． 18-20．3), ･･i五パ
ウロの鹸後lエルサレムに向かう （使20.4-24)， 2エルサレムでの





































会の盛衰, I教皇権の興隆, 2十字軍, 3十字軍の史的意義, 4托鉢






十宗教改革 l ドイツの宗教改革， 2スウイスの宗教改革， 3宗
教改革の普及， 4対抗的改革， 5三十年戦争，十一宗教改革の文化
的影響 1人間観， 2政治・社会思想， 3学問芸術，十二再改革運
動 l英国教会と清教徒， 2敬虐派の興隆と発展，十三現代キリス































































a. 1951 (昭和26)年4月1日初版発行, 1952 (昭和27)年4月1
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c， 目次
聖書序説
一聖書の価値 1文学的価値， 2文化的価値， 3宗教的価値，二
聖書の研究 l文学的研究， 2霊的研究， 3神学的研究， 4研究態度，
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害教科書教授用指導書･中学用」 (1961 (昭和36)年，創元社, 98頁)。
またこの「将来編集されるテキストへの希望」の中で上位を占めて




































まえがき－私の学校l入学， 2少年時代， 3偉い人， 4学校
生活，二豊かな生命l生命， 2生活， 3正しい生活， 4放蕩息子
のたとえ（ルカ15．11-32), 5豊かな生命，三宗教l宗教とは何
か， 2宗教と生活， 3高い宗教と低い宗教， 4宗教の種類， 5宗教的
教養の必要，四キリスト教l新しい歴史， 2キリスト教の背景， 3
キリスト教の起源， 4キリスト教の発達， 5日本の新教，五礼拝I
拝む心， 2拝むもの， 3拝む理由， 4拝む仕方，5私達の礼拝，六祈
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約聖書はどうしてできたか， 4旧約聖書の区分と内容，九新約聖書
lイエスと旧約聖書， 2旧約から新約へ， 3新約聖書はどうしてでき
たか， 4新約聖書の区分，十讃美歌l歌う心， 2宗教と音楽， 3讃
美歌の生成， 4よく知られた讃美歌数種，十一イエス．キリスト l
イエスの記録としての福音書， 2イエスの生涯， 3十字架， 4永遠に
生きるキリスト，十ニイエスの弟子たち l弟子たちの記録として
の使徒行伝， 2立ち上がった弟子たち， 3ペテロ， 4ステパノ，十三














































































クとその子たち l イサクのおいたち(創22， 24)， 2エサウとヤコブ
(25･19, 2728), 3兄弟の再会（創3233)
宰相ヨセフ
ーヨセフのおいたち lヤコブの子ら （創37．1－4)， 2ヨセフ売
らる （創37．5－36， 39)，二夢をとくヨセフ， 1侍臣の夢（創40)，
2パロの夢(創41)，三ヨセフと兄弟たち I穀物を求めて(創42)，




セ（出5． 13),二出エジプト 1雲の柱・火の柱（出13), 2紅海
を渡る（出14), 3荒野のできごと（出1519, 32), 4十戒を受く （出
20． 1 17,申命記5．621)
カナンを望みて
一モーセの後継者ヨシユア 1カデシへ(民10, 13, 25), 2モー
セの死（申34)， 3ヨシュアの人となり （出17)，ニカナン攻略1
－102
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師6)， 3豪勇サムソン(士師14 16), 4その他の士師(士師3.1012),
二賢女ルツ 1ナオミとルツ （ルツ1)， 2ルツの孝養（ルツ2)， 3
ボアズの妻となる（ルツ3-4)，三祈りの人サムエル lサムエルの




命にそむく (Iサム15), 3サウルの人となり (Iサム16.14-23, 31),
4つぎの時代へ，ニダビデ王lダビデのおいたち (Iサム16･1-
13), 2ヨナタンの友情(Iサム17, 20, 24), 3ダビデ，王となる(I1
サム25， 8)， 4ダビデの家庭と晩年(I1サム15,18, 1列王l),三ソ


















代， 2イザヤのおいたち （イザヤ1．6)， 3イザヤの信仰（イザヤ5，
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旧約の文学
一ヨブ記 lヨブ記のあらまし， 2特徴，二詩篇 l詩篇のあ














































福音運動の開始（マルコ1.14 15), 2福音とは何か, 3福音を信じた
－106
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人々 （マルコ1･16-20, 2.13-14), 4会堂における福音宣伝（マルコ
1.21-28,ルカ4.16-21), 5福音に伴う力ある愛の業（マルコ1･29-
34)，四宣伝された福音 l父なる神（マタイ6.31-32), 2神の国
(マタイ6．33)， 3真の幸福（ルカ6.20-26, マタイ5．1 12), 4第
一の誠命（マルコ12．2831),五福音運動が盛んになり， その反動






3133), 4エルサレムヘの旅（マルコ9．30, 10･1, 32),七十字架
に関する教え l 「自分をすて，自分の十字架を負うてわたしに従って
きなさい」（マルコ8.3435)，2「すべての者の僕とならねばならない」
(マルコ9･3437, 10.13-16, 35-45),八エルサレムヘの訴え lエ
ルサレムへの入城と宮潔め（マルコ11．1-11, 15-19), 2ユダヤ教の
代表者たちとの論戦（マルコl1.27-33, 12.1-17, 3840), 3エルサ
レム滅亡に関する予言（マルコ13.1-37), 4祭司たちの陰謀とユダの
裏切り （マルコ14．1-2, 10－11),九十字架上のイエス 1最後の晩
餐（ヨハネ13．4-17,ルカ22．24-32,マルコ14･1226), 2ケツセ
マネにおいての祈り （マルコ14.2742)， 3裁判と宣告（マルコ14･
53-64, 15．1 15), 4十字架上のイエス（マルコ15･22-39),十イ
エスの復活l復活の報せ（マルコ16.18), 2ペテロヘの現われ(I





たか 1待望の祈り （使1.1-14), 2ペンテコステの日 （使2.1-13),
3エルサレム教会の発展（使2･14-42), 4ペテロの活動，十二使徒
たちはどんなに働いたか 1バルナバ（使4．36－37， 9．26-27, 11･
19-24), 2ステパノ （使6.7-15, 7.5460), 3ピリポ（使8･1-40),
十三パウロはどうしてキリスト教徒となったか I少年のころ （使
21．39, ピリピ3．5,使26．4-5), 2エルサレムにおけるパウロ （使
22．3， 26．9－11)， 3まぼろし （使9． 1-19),十四パウロはどのよ
うに活動したか 1使徒として選ばれたのち （ガラ1．15－17，使9.
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会の盛衰， 1教皇権の興隆， 2十字軍， 3十字軍の史的意義， 4托鉢





























































一聖書の価値 1文学的価値， 2文化的価値， 3宗教的価値，二





































































































学用 」 (1958(昭和33)年1月10日発行, 8頁，非売品)．③学校教育
同盟編集兼発行者「聖書科カリキュラム，宗教教科書，関連対象表高校

















（全国集計), 1東北･北海道地区, 2関東地区, 3関西地区, 4西南地
区,O聖書科カリキュラムの原案(関東地区), 1聖書科カリキュラム





















行〕そこで， これから立てられるカリキュラムは， もちろん， テキスト
編集の目的ではないが，たえずそれとの関係を考えつつ，編成されなけ


























「イエスの生まれるまで」 （中2)， 「イエスと使徒たち』 （中3)， 「教会と














I旧約聖書について, 11創世時代, III族長時代． IV出エジプト時
118－


























































































































































展開l 「良い木は良い実を結ぶ」 （マタイ7･17), 2 「あなた方の内




9･] 41)， 3パウロの苦難に対する態度(I1コリ12･7, 1･3-11), 4 /､
ブル人への手紙(12･1 11), 5ペテロの手紙(Iペテロ1･67, 5･12
13), 6キリストの苦難（マルゴ14･3243), その無比性
3．希望
展開1噸難と希望(I1コリ4･8, ローマ5･1 5), 2永世の希望（へ
ブル11･13, 11コリ5･ 1 10), 3神の国実現の希望（ピリピ3･2(1 21,
1コリ 15．2028，黙示録21･ 18)
4．祈り
展開l神に聴く (Iサム3･10), 2主のとりなし （ローマ8･26, マ
タイ26.39)， 3 とりなしの祈り （コロサイ1･3 14), 4つねに祈れ（ピ









展開1家庭におけるキリスト者(Iテモテ5･8, マルコ1 .1620), 2











































lアウグスチヌス， 2ルター， 3カルヴァンヮ 4ウェスレーッ 5 リヴイ
ングストン， 6シユヴアイツァー， 7ストウ夫人
2．教会史上の人びととその生活（日本）
l新島襲， 2内村鑑三， 3植村正久， 4矢島揖子， 5山室軍平， 6石
丼十次， 7クラーク， 8へボン
124－
